
法教育の粒つかの同座  

平成20年4月16日  法教育推進協商会  

星 野 英 一  

1 序論   

♯同額は、ね誰にi②何を、③どのように教えるかにある。   
＊①と③は関連する。以下⑳を中心に（山）、①と③をごく簡単に（Ⅲ）述べる。  
＊・本協議会のこれまでの検討の成果にできるだけ即して、きらに基本的に考えておく  
べきで一はない中と思・われる点を幾つか取り上げる 

． 

ロ 雅た、どのように 
． 

挙げる。   

＊ルールq理解力、ら始めるととは適当セあろう。ますは幸枝やクラスのルールを守る  
ことの意味、やがてクラブやサークルを作る時のルナルの作成、さらには現行ル  
ールの・改正の手焼き、と進むのセあろうか。そこには既に、行為焼場皐紛争解決  
規範の・ほか、後癒す右組織規範．も含まれてい 

＊小中高密生の中には、将帝大学の法学捌こ進む者もいる。彼ちを・含め、生徒の理頼  
力の痛達に血じて義務教育でどこ字で教えるべきか、高校生には．どこまで教える  
ペきかを系統的に考嫡すべきセある．   

iこの際、1法体系全体を鳥徹する視点を持っている必要がある。これまでの活殺育と  

の連続性を考与ることも必車だが－、それに対する局部的修正では足りないであろ  

う。   

＊この臥・当然甲ことながる、．基本間理・・時事同罵を上手にからませる必翠がある■．   

＊以上はいわばタテの同属牢が－ いわばヨコ甲■開脚こついては、大学における法学教   
・青について重要な文如1あり、そこでゐ法学鱒育の教育機関に応じた多様性や指  
輪は、七こでも検討の由点の多様化という息そ甲他種々の面から■有益であるJ   

＊同論文にもぁるように、法・法御こ対する「内的視点」と「外的視点」の区別も検  
討の隈た念頭に歴くとネい。…「内的視点J±ルールを受け入れてその加持に自  
発的に参坤レ自分や他人の行為をルールから見る立場：■「外的視点」■±ルール  

に単た■観察者として望む立札‥葉蘭な生徒なら、学校やクラスのルールヒつ卓、  
始めは瀬や先生に言われて従うことを学ぶが、その摩も、ル⊥ルを守る享年の意  
味を学ぺば．内的視点からしたがうことになる。やがて外的視早からルールを批．・  
判するようになるがこそこでもその改声を志すことによっ■て、内的視点f＝立つこ  
とをよ：り潔く知る－、というプロセスを辿るめセあろうれ  
窄歪∴すべてを疑うことからその哲学を出発させているデカルトが、・r方法  
序説Jにおいて、次のように述べていることは、何かの参考にならないだろう  

か。■「当座の準則・‥第⊥町格率・・．・最も聡明な人たちが実践上では一般じ承密する   
革も即転、極端から匝も速い意見に従サて自分の舵を取りながら、国の法律  

岩波文庫版35月）  

Ⅲ  

1 ルール（富まり、■規則、法・陪捧）′に対して「般的にどのように望むペきかを放え  

ること■二と、基本的な（霊夢な）■法・法律のルールの内容を教えることとの両面  

－・1・－   



2 「法」と▲訂法律」の区別  

（1）語源からの検討－iusキ1eエ：droiと】oi：RecblとGe5elz：・lbeIa腎とalれ  

掬曹S  

（2）その肉親は西欧近代の思想（ある程度は事庚の反映でもある）  

（3〉 区別十法律＝国などゐ正式の立法機関の制定したもの：法＝例－・「生きた軌  

「ソフト・ロー」  

（4）区別た意味あり－厳密な概念的区別ではないが一法教育についても区別は有用  

「民法」（私法）とは何か 

ヰ予め結萄を言えば、民法了（私法）とは社会の基本的な組織怯（亡OnSl‖ulion）であ   

つt、＼国東の基軸な紳法である憲法（co耶t■it叫ヤと並んで社会全体甲・基  

本的な二大法律でぁるこ  

（】．）アプローチの方法  

ヰ他の社命同用と同掛こ、良法も種々の観点から 
① 鍍会全体を構成する要素とそ土たおけるアクターは何かという観点から  

3
 
 
 

国哀  

．＼ 軽率社会（企業）  
市民社会－（ボランタリー・アソシエイション．NP   
象族 ●  

② 棒金体の社会的機能から   

田中成明による法の社会的職能（・0●6／5／23・資料2・p．1－2）  
から出発して考えろ．   

まず4薗の機能が挙げられてIナる・  

（i）社会統制…納車法中心の見方  
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中心の見方・  

・訴訟法．司法制度中心の見方  

）活動促進  

i）紛争解決  諸芸  

資源配ガ…行政法、・社会法，慈済綾など中心の見方  

で     、社会的機能全体の統合的理解の必要性が説かれ垂直的関係より．も  

水平的関係を基軸とする匪静が重要であるとされる．具体的には、（ii）が・  

基札（．i噂（ii）甲二機能の外枠、烏‖）は（－i）（ii）の公正かつ実効的な作動  
¢保軋（iy）は（ii）の公正な作動の支援であるとする。  
これにつしiては、以下のことが言えよう。  
法全般の社会的機能をよく揮えている。しかし、…の後の、「00法中心  
・・d見知は、必ずしも遺功ではなし）∴例えば、民事法は、鍍金統臥紛争・一  
解決、・資源配分を含むすべての機能を持つ．行政法も同様である。  

③ 法が何を短め七いるふという観点から一従来からよく行なわれている分類  

）行為規範（行為法）  

i■）・救済規欄  
ii）裁判規範  

（主Y）組織規範（鱒鱒法）  

＊民法はとのすべてを持つ．二 
． 

－2－   



それぞれの組織） 

④ 痛棒を綱成する3要素  

（i）法律の目的 

恒）社会の実情■（社会）  

（i・ii）法律技術（古巣による技術） 

（2） 民法の内容  

① 民法の規定の内容・（叫つの制度が幾つかにわたることがある）   

，弓．よ  
ぅとする社会主義国■旧社会主義国で・・良法、鱒軋・・民事訴訟法などの立  

■法を急いでいる理由  

（二iii）（市民社会」の基本法・・・NG■0．，」NPO（協同組合こ労働組缶宗 

教団体、社会車掌団体、文化団体∴学術団体、葺術団体、スポーツ団体、  

レケリエー・ショト阻体、消升春田体、◆環境保護団体、人権擁漕団体など）  

（iY）法律の全軌こ適する基本的制度・概念（爽約、損害廟欄：法人、時  

効その他）   

⑳ 人桝生活における民法  

（．i）生存の維持…経済  

－（i・i）人類の存続…家族  

（iii）東金の推持…主と・して行政嵐良法では損害賠償、 

予防・葦止請求梓など  

（i．Y）琴術、半周、宗軟一娯楽∵  

（3）民法の理念   

◎・・．抽象的な理念…出無点は「人権宣言」 

綾」から「社会法」へ） 

（i）・・古典的民法の鐘念（「市民軌）  

平等一自由に虚点  

平等と弱者保せのための夫権、現俸  

念  

平等⊥自由の制臥平等への翠嘩の増大＝弱者の樺利  

達楕、共生…労働法、借地倍豪壮、消費者法  
平等の徹底．「親密な変情J…「イエ」制度廃止、男  

財産法…自由ご▲  

家族億…自由J  

ヽ （ii）現代民拉の理  

財産法・；・自由、  
→（友愛）  

●．家族法…自由、  

女平等  

（iii）「規制緩和」の時代（？）  

＊法の理念一附こついては・フランスのリセの教科書が参考になる。   

輔■基本的人権臥民抹め中にも定められているという土とができる。．む   
しiレ）■しろそれら臥憲掛こ先行して存在していた（例：「私的自治の原  

則」）。  

②■社畠中■．constil晶on■．としての民法の基本制度と・iの理念 
；則）   

以下の．（－i）（ii）（由）■の順序は、説明の視点にようて鼻元りうる。この順  

－3－   



序は、市場経済の基本法という視点からの順序である．人間から出発す  

る 

有権から始めることになるであろう。  

（i）「契約」の自由（「私的自治の原則」）  

（i子i）「法的人格」の完全性と自由平等  

（捌）「物」 

（iY）■「私所有軌の平乳 自由（「絶対性」？）  

（Ⅴ）摂専賠償（不法行為、契約）たおける「過失主義」（？） 

㈲岬）終論   

以上のように、民法 

を知ち…なければ損をする・、社会生括で不利になるといったプラグマチックな観点  

から∴社会生活の道具やノウハウとしてのみ教えられたり、「個人の飲料の同   

軍Jl芋関するものであ率り高閲でない俗な法律とされたり、・その概念や法律技術   

の取り●っきにくさから敬遠されたりしていた。その理由は種々あるが．■日本の法  

律束∴法学者、そして民法学者までが輔こと．の  
し品∴繰り返しになるが、憲法が国長南鵜  琵≡ぎニ｝芸芸ミ孟孟デ’悪霊去  
に関する基本的な組織・・制度と基本理念．を定める法として、法秩序の＝つの根幹  

をなすものであ 

． 
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